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令和3年5月号（646号）

　

杉
山
あ
け
み　
抄
出

艶
や
か
に
夜
を
脱
ぎ
ゆ
く
氷
柱
か
な　
　
　
　

陌
間
み
ど
り

空
っ
ぽ
の
バ
ス
が
又
行
く
寒
さ
か
な　
　
　
　

二
見　

和
江

薬
局
に
長
椅
子
一
つ
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　
　

石
田
加
津
子

反
り
返
る
下
仁
田
葱
や
妻
の
留
守　
　
　
　
　

小
野　

菊
土

霜
柱
一
歩
一
歩
に
生
き
る
音　
　
　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

春
寒
し
今
日
は
豆
で
も
煮
て
み
る
か　
　
　
　

木
村　

和
彦

春
近
し
プ
リ
ン
の
匙
の
平
べ
つ
た　
　
　
　
　

畠　
　

梅
乃

陽
の
匂
ひ
余
る
ほ
ど
浴
び
干
大
根　
　
　
　
　

木
村
美
千
代

長
子
生
れ
水
金
地
火
木
土
天
海
冥　
　
　
　
　

大
石　

和
子

伊
達
眼
鏡
か
け
梟
の
息
づ
か
ひ　
　
　
　
　

小
島
ノ
ブ
ヨ
シ

　

中
村
昌
男　
抄
出

水
仙
の
匂
い
届
け
よ
黄
泉
の
そ
ら　
　
　
　
　

木
村　

和
彦

春
曉
は
初
ま
り
の
色
今
日
の
色　
　
　
　
　
　

勝
木　

澄
子

暮
早
し
野
良
着
の
ま
ま
の
厨
事　
　
　
　
　

久
保
寺
ト
ミ
子

初
春
や
あ
る
も
の
の
み
な
淑
と
し
て　
　
　
　

神
山
つ
と
む

膝
に
寄
る
児
に
陽
の
匂
い
冬
帽
子　
　
　
　
　

斎
藤　
　

静

空
っ
ぽ
の
バ
ス
が
又
行
く
寒
さ
か
な　
　
　
　

二
見　

和
江

遠
ざ
か
る
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
や
名
残
雪　
　
　
　

石
井
き
よ
子

春
め
く
や
予
定
な
き
日
の
薄
化
粧　
　
　
　
　

高
橋
み
ど
り

朝
霞
駅
に
海
抜
表
示
板　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
海　

壮
六

初
午
や
ひ
か
る
雲
積
む
芙
蓉
峰　
　
　
　
　
　

古
屋　

德
男

「俳句おだわら」10句抄（644号より）

理
事
会
日
程　

5
／
13
、
6
／
10
、
7
／
8

い
ず
れ
も
木
曜
日
６
時
よ
り
、
於
け
や
き

　　

理
事
会
だ
よ
り
（
4
・
8
）

一
、
各
部
報
告　

総
務
部
：
来
年
度
の
会
員
数
は
今
年
度
よ
り

減
少
見
込
み
。
開
成
グ
ル
ー
プ
解
散
、
グ
ル
ー
プ
名
称
変
更

（
雫
の
会
↓
草
む
ら
俳
句
会
）
事
業
部
：
桜
ま
つ
り
作
品
集
・

賞
品
を
十
九
日
に
発
送
し
て
完
了
見
込
み
。
会
計
部
：
三
年

度
年
会
費
の
受
付
。

二
、
定
期
総
会
議
案
書
案
（
事
業
報
告
・
計
画
、
決
算
・
予
算
）

に
つ
き
先
月
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
提
示
さ
れ
確
認
・
承

認
の
上
総
会
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、佃
悦
夫
前
会
長
の「
俳
句
の
岸
辺
」に
つ
き「
俳
句
の
岸
辺
」

刊
行
委
員
会
と
し
て
山
田
副
会
長
を
委
員
長
と
し
て
刊
行
に

向
け
具
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

第
68
回
定
期
総
会　

４
月
22
日
出
席
18
名
委
任
状
40
名
に
て
成

立
し
、
事
業
報
告
・
計
画
、
決
算
・
予
算
に
つ
き
審
議
・
承
認
さ

れ
た
。「
俳
句
の
岸
辺
」
刊
行
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

（
４
・
５
頁
に
報
告
）

し
ゅ
く



　

第
七
十
四
回
小
田
原
桜
ま
つ
り
俳
句
大
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
第
一
部

の
兼
題
作
品
募
集
の
み
行
な
っ
た
。兼
題
は「
桜
」「
春
泥
」で
投

句
者
一
八
三
名
三
〇
五
組
と
過
去
の
記
録
を
大
幅
に
更
新
し
た
。

　

兼
題
入
賞
作
品
（
高
点
順
）

　
　

神
奈
川
県
知
事
賞

春
泥
の
道
も
て
繋
ぐ
峡
十
戸　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

呑
舟

　
　

小
田
原
市
長
賞

桜
散
る
十
九
の
ま
ま
の
兵
の
墓　
　
　
　
　
　
　

中
村
三
惠
子

　
　

小
田
原
市
観
光
協
会
会
長
賞

春
泥
や
華
麗
に
跳
ん
だ
は
ず
な
の
に　
　
　
　
　

芳
賀　

陽
子

　
　

小
田
原
俳
句
協
会
会
長
賞

母
の
座
も
妻
の
座
も
降
り
夕
桜　
　
　
　
　
　
　

澤
口　

文
子

　
　

小
田
原
俳
句
協
会
賞
（
以
下
20
位
ま
で
）

通
学
の
列
ふ
く
ら
ま
す
春
の
泥　
　
　
　
　
　
　

須
田　

聡
子

葬
の
み
に
帰
る
ふ
る
さ
と
花
の
冷
え　
　
　
　
　

𠮷
岡　

孝
三

咲
き
満
ち
て
桜
力
を
抜
き
に
け
り　
　
　
　
　
　

八
城　

湖
楊

女
に
は
女
の
歩
巾
春
の
泥　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
三
惠
子

春
泥
の
靴
も
乗
り
込
む
御
殿
場
線　
　
　
　
　
　

松
田
ま
す
子

点
訳
へ
花
ひ
と
ひ
ら
の
附
箋
か
な　
　
　
　
　
　

石
井
千
代
子

父
の
こ
と
今
な
ら
解
る
さ
く
ら
か
な　
　
　
　
　

芹
澤　

常
子

退
院
の
父
に
迂
回
の
桜
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

環

2

　

選
者
特
選
賞
評

め
つ
む
る
た
び
五
十
四
帖
　
花
の
火
事
　
　
　
城
川
さ
ぶ
老

　

誰
も
が
知
る
『
源
氏
物
語
』
だ
が
、
谷
崎
か
与
謝
野
か
、
そ

れ
と
も
原
文
を
読
破
し
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
華
麗
な
宮
廷

絵
巻
が
眼
蓋
に
去
来
す
る
。
と
突
如
〝
花
の
火
事
〞
と
火
の
粉

が
百
花
撩
乱
す
る
。
こ
の
下
五
の
発
想
は
独
自
で
あ
り
、
読
者

を
し
て
迷
宮
に
導
く
謂
で
も
あ
ろ
う
。　

 　
　

（
佃
　
悦
夫
）

靴
を
買
う
此
処
よ
り
二
キ
ロ
山
桜
　
　
　
　
　
岡
田
　
典
代

　

靴
を
買
っ
て
外
に
出
る
。
あ
あ
、
あ
の
山
に
は
親
し
い
山
桜

が
あ
る
よ
。
と
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
れ
を
書
こ
う

と
か
、
こ
れ
を
伝
え
た
い
と
い
う
作
為
（
意
図
）
は
な
い
。
こ

れ
は
、
こ
の
型
式
の
骨
法
で
あ
る
。
作
為
が
あ
る
と
、
こ
と
ば

は
作
為
の
奴
隷
と
化
す
る
し
か
な
い
。
必
然
、
卑
し
く
な
る
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
石
　
雄
介
）

母
の
座
も
妻
の
座
も
降
り
夕
桜
　
　
　
　
　
　
澤
口
　
文
子

　

子
は
既
に
ひ
と
り
立
ち
し
、
ま
た
、
連
れ
添
っ
た
夫
も
見
送

り
、
肩
の
荷
を
下
し
て
い
る
作
者
。
そ
れ
ま
で
は
花
見
ど
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
が
、
夕
餉
の
仕
度
を
気
に
せ
ず
ゆ
っ
た
り
と
桜

に
癒
さ
れ
て
い
よ
う
。
若
い
頃
の
花
見
の
気
分
と
は
、
ひ
と
味

も
ふ
た
味
も
違
い
、
境
涯
俳
句
の
ひ
と
つ
と
し
て
共
感
を
呼
ぶ
。

（
池
田
　
忠
山
）

春
泥
の
靴
サ
ー
カ
ス
の
小
屋
に
入
る
　
　
　
　
西
村
　
英
子

　

何
年
か
前
、
松
田
町
の
川
べ
り
の
広
場
で
サ
ー
カ
ス
の
テ
ン

ト
小
屋
を
見
た
。
幼
い
頃
田
舎
へ
回
っ
て
き
た
サ
ー
カ
ス
小
屋
。
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紙
漉
き
の
音
の
重
た
き
花
の
昏
れ　
　
　
　
　
　

若
村　

京
子

春
泥
や
押
し
て
は
引
い
て
一
輪
車　
　
　
　
　

久
保
寺
ト
ミ
子

花
散
る
や
半
透
明
に
な
る
孤
独　
　
　
　
　
　
　

杉
山
あ
け
み

さ
か
あ
が
り
じ
ゃ
う
ず
に
で
き
て
花
の
中　
　
　

大
島
美
恵
子

糸
桜
伝
え
き
れ
な
い
こ
と
ば
か
り　
　
　
　
　
　

芳
賀　

陽
子

奉
書
も
て
巫
女
の
結
ひ
髪
初
ざ
く
ら　
　
　
　
　

今
井　

匡
子

大
寺
に
啜
る
茶
粥
や
朝
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
根　

和
子

春
泥
に
歩
幅
乱
さ
ず
盲
導
犬　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

呑
舟

　
選
者
特
選
賞

　
　

（
小
田
原
俳
句
協
会
名
誉
会
長
）
佃　

悦
夫
特
選

め
つ
む
る
た
び
五
十
四
帖　

花
の
火
事　
　
　
　

城
川
さ
ぶ
老

　
　

（
小
田
原
俳
句
協
会
顧
問
）
大
石
雄
介
特
選

靴
を
買
う
此
処
よ
り
二
キ
ロ
山
桜　
　
　
　
　
　

岡
田　

典
代

　
　

（
小
田
原
俳
句
協
会
会
長
）
池
田
忠
山
特
選

母
の
座
も
妻
の
座
も
降
り
夕
桜　
　
　
　
　
　
　

澤
口　

文
子

　
　

（
鷹
俳
句
会
小
田
原
代
表
）
村
場
十
五
特
選

春
泥
の
靴
サ
ー
カ
ス
の
小
屋
に
入
る　
　
　
　
　

西
村　

英
子

　
　

（
た
け
の
こ
会
代
表
）
宮
崎
悦
女
特
選

春
泥
や
ガ
キ
大
将
の
ゐ
た
昭
和　
　
　
　
　
　
　

日
高　

朝
代

　
　

（
沈
丁
俳
句
会
代
表
）
中
野
文
子
特
選

点
訳
へ
花
ひ
と
ひ
ら
の
附
箋
か
な　
　
　
　
　
　

石
井
千
代
子

　
　

（
春
野
代
表
）
長
谷
川
き
よ
志
特
選

水
音
も
揺
れ
た
る
枝
垂
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　

田
畑
ヒ
ロ
子

小
屋
の
周
囲
は
川
原
や
公
園
な
ど
舗
装
さ
れ
ず
、
雨
降
れ
ば
ど

ろ
ん
こ
だ
っ
た
と
い
う
懐
か
し
い
思
い
出
。
泥
の
付
い
た
靴
で

慎
重
に
サ
ー
カ
ス
小
屋
へ
入
っ
て
ゆ
く
、
一
昔
前
の
日
本
を
見

た
思
い
。　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

（
村
場
　
十
五
）

春
泥
や
ガ
キ
大
将
の
ゐ
た
昭
和
　
　
　
　
　
　
日
高
　
朝
代

　

も
う
半
世
紀
以
上
続
い
て
い
た
小
学
校
の
同
窓
会
が
終
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
担
当
者
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
人

居
の
先
生
の
碁
の
相
手
を
し
て
い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
二
十

三
才
で
亡
く
な
っ
た
友
。
毎
年
五
人
の
友
が
墓
参
。
子
供
も
い

て
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
あ
の
頃
。
去
年
は
私
一
人
。
淋
し
く
な
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

（
宮
崎
　
悦
女
）

点
訳
へ
花
ひ
と
ひ
ら
の
附
箋
か
な
　
　
　
　
　
石
井
千
代
子

　

図
書
館
で
点
訳
奉
仕
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
人
で

も
多
く
の
人
に
読
ん
で
貰
う
為
に
。
私
も
何
年
か
前
に
点
字
の

勉
強
を
し
た
事
が
あ
り
ま
す
。
仲
々
難
し
か
っ
た
。
そ
れ
を
点

訳
し
た
上
に
桜
の
開
花
を
知
ら
せ
る
様
に
花
び
ら
の
附
箋
に
す

る
。
な
ん
て
優
し
い
事
で
し
ょ
う
。
句
か
ら
そ
の
人
柄
が
解
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
野
　
文
子
）

水
音
も
揺
れ
た
る
枝
垂
桜
か
な
　
　
　
　
　
　
田
畑
ヒ
ロ
子

　

今
に
も
水
面
に
触
れ
ん
ば
か
り
の
岸
辺
の
枝
垂
桜
。
上
五
の

助
詞
「
も
」
の
効
果
が
一
句
を
通
底
し
て
秀
逸
。
そ
の
枝
垂
桜

を
的
確
に
詠
ん
で
鮮
や
か
な
実
景
が
浮
か
ぶ
。
我
が
先
師
故
黛

執
は
「
平
明
、
美
し
い
景
が
見
え
る
」
句
を
作
句
信
条
と
し
た
。

正
に
お
手
本
の
よ
う
な
佳
句
で
あ
る
。　

 

（
長
谷
川
き
よ
志
）



令和２年  　

　　
　　　　　10月11日

令和３年  ２月３日　

　 〈後援事業〉
　

　

　〈その他の事業〉
　1. 作品展示　

　　　　　　

　2. 協会報特別配布　中央図書館　小田原駅東口図書館　生涯学習センターけやき　　
　　尊徳記念館　郷土文化館　小田原文学館　生涯学習センター国府津学習館
　　小田原市観光協会　川東タウンセンターマロニエ　小田原箱根商工会議所
　　神静民報社　神奈川新聞社県西総局　ＵＭＥＣＯ　小田原駅前観光案内所
　3. 神奈川県視覚障害者福祉協会より依頼の文芸コンクール俳句部門の兼題、選句を担当

令和３年度事業計画
　〈主催及び主管事業〉

令和４年

　〈後援事業〉
令和３年  第65回 滝まつり俳句大会（山北町健康福祉センター）山北町俳句協会　中止
令和３年　月　日第46回笛まつり俳句大会（南足柄市女性センター）みなみ俳句協会　未定
令和４年
　〈その他〉

第 73回小田原桜まつり俳句大会：コロナウイルスの感染防止のため、第一部作品
　募集のみ実施。　第二部の大会は中止となる。

兼題：桜、野遊　投句者 168名　投句数 275組。
10 月 11 日予定の第 67回小田原市民文化祭俳句大会は：コロナウイルスの感染防
　止のため中止。

　秋の吟行会　生涯学習センター「けやき」にて実施。 担当：事業部
　当日嘱目 3句出句　総互選　参加者　29名

予定の立春青空句会：コロナウイルスの感染防止のため中止。
第 57回小田原梅まつり俳句大会改め「令和 2年度小田原梅の里さんぽ俳句大会」
　とし、第一部（兼題の部）作品募集のみ実施。兼題：梅、かいつぶり

　　　　　　　　　　　　　　投句者 173名　投句数　258組。
　　第二部はコロナウイルスの感染防止のため中止。

第 64回滝まつり俳句大会（山北町生涯学習センター）山北町俳句協会
第 45回笛まつり俳句大会（南足柄市女性センター）みなみ俳句協会
第 11回おおいゆめの里俳句大会（大井町立そうわ会館）おほゐ俳句会

　何れもコロナウイルス感染防止のため中止。

小田原城址公園（春夏秋冬）　　　　担当　近藤久江
小田原市立病院ギャラリー（毎月）　担当　田中幸子：コロナウイルス感染防止の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ため展示見合わせ中

第 74回小田原桜まつり俳句大会：新型コロナウイルスのため、
　第一部（兼題の部）作品募集のみ実施。第二部の大会は中止。
　　　　兼題：桜、春泥　2月 27日締切り

秋の吟行会　場所、日時未定　担当：総務部
11月 3 日令和３年度小田原文化の日俳句大会（UМECО）
２月４日立春青空句会（小田原城址公園、天守閣広場）
２月 6日第 58回小田原梅まつり俳句大会

３月５日 第 12回おおいゆめの里俳句大会（大井町立そうわ会館）おほゐ俳句会

佃悦夫前会長（現名誉会長）の協会報掲載「俳句の岸辺」を小冊子として刊行。

4

令和２年度事業報告
　〈主催及び主管事業〉



令和３年度小田原俳句協会役員一覧

名誉会長　佃　　悦夫
顧　　問　新井たか志
　　　　　大石　雄介
会　　長　池田　忠山（担当・全般、広報部、総務部）
副 会 長　長谷川きよ志（担当・事業部） 　山田　照子（担当・会計部）
〈専門部理事〉○印部長
総務部　○佐々木重満　近藤久江　宮崎悦女　伊藤はる子　木村幸枝
　　　　　岡本史郎　田中惠一（新任）
事業部　○長谷川きよ志　田畑ヒロ子（梅まつり事務局担当）
　　　　　小野菊土（桜まつり事務局担当）　田中幸子（文化祭事務局担当）
　　　　　中村昌男　岡田典代　守屋まち　若村京子　中根和子　芹澤常子　
　　　　　石井千代子　瀬戸りん　米山　翠
広報部　○村場十五　  齊藤　桂　  畠　梅乃
会計部　○寶子山京子　加藤かほる　陌間みどり
理　事　　青木勝子　青木たけを　秋山　昇　一ノ瀬茂代　伊藤道郎

大石和子　小澤純子　小澤園子　加藤まり子　神山つとむ
木村和彦　小島ノブヨシ　西賀久實　佐宗欣二　澤口文子
杉崎せつ　須田聡子　瀬戸正洋　瀬戸　悠　竹下由里子　田渕令子
出澤洋子　豊田幸枝　鳥海壮六　中根登美子　中野文子　中山妙子
山﨑悦子

〈監査部〉川本育子　杉山あけみ

新入会員　神野美代子（青梅の会） 　横塚昌平（おほゐ俳句会）
　　　　　石井秀稀（草むら俳句会）　下平美子（鷹俳句会小田原）
退会会員　乾　利子　宇田川聖一　和田瓔子　山岸秋光　西村英子
　　　　　牧石美千雄　加藤幸子　高橋秋月　柳川楊雨　奥津ちわき
　　　　　遠藤シヅ子　下澤操子　濱本主雄
グループ名称変更　雫の会→草むら俳句会
退会グループ　開成
代表交替　零（伊藤道郎→岡本史郎）
　　　　　沈丁（中野文子→寶子山京子）
（４月１日現在　グループ数 14・会員数 160 名）
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海
見
ゆ
る
丘
の
日
溜
り
鼓
草　
　
　
　
　
　

吉
田　

百
代

ゆ
る
や
か
に
航
跡
ほ
ど
け
春
の
海　
　
　
　

吉
田　

康
雄

お
ほ
ま
か
な
絵
地
図
で
た
ど
る
春
の
昼　
　

陌
間
み
ど
り

口
中
に
野
山
の
匂
ひ
蓬
餠　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

純
子

置
手
紙
め
き
て
ぶ
ら
ん
こ
揺
れ
残
る　
　
　

池
田　

忠
山

　
　

◆
こ
よ
ろ
ぎ
（
4
・
8
）　　
　
　

つ
と
む
報

コ
ン
ビ
ニ
の
看
板
の
上
つ
ば
め
の
巣　
　
　

板
谷　

雅
泉

再
会
の
話
の
は
ず
む
初
ざ
く
ら　
　
　
　
　

植
松
テ
ル
子

ま
だ
白
き
ア
ル
プ
ス
か
す
め
鶴
帰
る　
　
　

神
山
つ
と
む

　
　

◆
沈
丁
（
4
・
3
）　
　
　

寶
・
京
子
報

始
発
駅
母
が
見
送
る
巣
立
か
な　
　
　
　
　

中
野　

文
子

巣
立
鳥
駅
舎
の
糞
の
乾
き
を
り　
　
　
　
　

若
村　

京
子

孝
行
を
気
取
り
て
写
す
花
の
下　
　
　
　
　

柳
澤
ミ
サ
子

学
童
の
迎
へ
も
最
後
巣
立
鳥　
　
　
　
　
　

田
中　

惠
一

新
コ
ロ
ナ
負
け
じ
と
歌
う
卒
業
生　
　
　
　

河
本　

純
子

花
種
蒔
く
会
え
な
い
分
の
ひ
と
つ
ま
み　
　

瀧
本　

敦
子

あ
つ
け
な
い
息
子
の
電
話
巣
立
鳥　
　
　
　

勝
木　

澄
子

怖
々
と
竝
ぶ
小
燕
巣
立
ち
の
日　
　
　
　
　

菅
野　

英
余

傾
き
て
な
お
命
積
む
桜
か
な　
　
　
　
　
　

高
井　

幸
子

祝
着
を
た
た
む
作
法
や
花
の
昼　
　
　
　
　

片
野　

節
子

太
陽
の
塔
を
目
が
け
て
巣
立
鳥　
　
　
　
　

寶
子
山
京
子

　

俳
句
お
だ
わ
ら
（ 

4
・
19 

〆
切
り
、
到
着
順
）

　
　

◆
鹿
火
屋
（
3
・
26
）　
　
　
　
　

久
江
報

鳥
ご
ゑ
の
天
楽
と
な
る
桜
か
な　
　
　
　
　

足
立　

和
子

桜
も
ち
身
丈
の
暮
ら
し
い
と
ほ
し
む　
　
　

川
本　

育
子

啓
蟄
の
体
重
軽
く
地
球
踏
む　
　
　
　
　
　

高
橋　

小
糸

花
満
ち
て
ふ
と
孤
独
な
る
卒
寿
か
な　
　
　

山
﨑　

悦
子

さ
く
ら
さ
く
ら
思
ひ
の
丈
を
舞
ひ
に
け
り　

近
藤　

久
江

　
　

◆
春
野
（
3
・
21
）　　
　
　
　

 

き
よ
志
報

喝
采
の
や
う
な
波
音
風
光
る　
　
　
　
　
　

伊
藤
は
る
子

し
や
ぼ
ん
玉
く
る
く
る
空
を
翻
弄
す　
　
　

瀬
戸　
　

悠

チ
ア
ガ
ー
ル
ポ
ン
ポ
ン
振
り
て
春
を
呼
ぶ　

内
田
知
江
子

の
ど
け
し
や
忘
れ
防
止
の
大
き
メ
モ　
　
　

二
見　

和
江

啓
蟄
や
無
人
駅
よ
り
人
の
波　
　
　
　
　
　

尾
崎　

一
夫

田
の
神
を
誘
ふ
や
う
に
菜
種
梅
雨　
　
　
　

秋
山　
　

昇

地
虫
出
づ
蔵
書
が
邪
魔
で
窮
屈
で　
　
　

長
谷
川
き
よ
志

　
　

◆
香
雨
・
梅
ご
ち
（
3
・
14
）　
　

忠
山
報

春
炬
燵
同
じ
話
を
始
め
か
ら　
　
　
　
　
　

肥
後
ち
さ
こ

鍵
盤
に
を
ど
る
子
の
指
ク
ロ
ッ
カ
ス　
　
　

関
戸
わ
よ
こ

三
陸
へ
降
り
た
つ
ホ
ー
ム
山
笑
ふ　
　
　
　

青
山　

典
子

ふ
ら
こ
こ
や
ハ
イ
ジ
の
や
う
に
空
を
蹴
り　

門
松　

鳳
文
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「
す
わ
り
な
よ
」
た
ん
ぽ
ぽ
の
声
足
元
に
　
加
藤
ま
り
子

春
め
く
や
手
に
た
っ
ぷ
り
と
化
粧
水
　
　
久
保
寺
ト
ミ
子

雲
水
の
草
鞋
と
ら
れ
る
春
の
泥
　
　
　
　
　
田
渕
　
令
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
一
年
生
の
帰
り
道
　
　
　
　
　
田
中
　
幸
子

　
　
◆
山
北
（
3
・
20
）
　
　
　
　
　
由
里
子
報

チ
ェ
ン
ソ
ー
に
彩
揺
れ
動
く
芽
木
の
山
　
　
石
田
加
津
子

卒
業
式
そ
こ
こ
こ
拳
合
わ
す
笑
み
　
　
　
　
尾
崎
　
幸
子

本
能
と
自
粛
の
間
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
　
竹
詩

春
眠
を
深
山
颪
に
さ
ら
わ
れ
る
　
　
　
　
　
中
山
　
妙
子

倒
立
に
励
む
少
年
燕
く
る
　
　
　
　
　
　
　
和
田
恵
美
子

当
た
り
前
が
消
え
た
一
年
芹
す
す
ぐ
　
　
　
竹
下
由
里
子

　
　
◆
実
の
り
（
4
・
15
）
　
　
　
　
た
か
志
報

あ
こ
が
れ
の
吉
野
の
里
の
山
桜
　
　
　
　
　
岩
本
ひ
さ
み

亀
鳴
く
や
寄
り
添
ふ
亀
の
甲
羅
干
し
　
　
　
杉
本
　
久
子

亀
鳴
く
や
助
手
席
し
た
に
電
子
辞
書
　
　
　
木
村
　
幸
枝

風
少
し
雨
の
少
し
を
山
桜
　
　
　
　
　
　
　
新
井
た
か
志

　
　
◆
お
ほ
ゐ
（
4
・
14
）
　
　
　
　
　
昌
男
報

妻
で
あ
る
今
を
大
事
に
花
の
旅
　
　
　
　
　
中
津
川
晴
江

制
服
の
襞
き
っ
ち
り
と
入
学
す
　
　
　
　
　
中
根
登
美
子

う
ら
ら
か
や
湖
面
を
す
べ
る
漁
り
舟
　
　
　
中
村
　
昌
男

う
ら
ら
か
や
な
い
し
ょ
話
は
爺
と
孫
　
　
　
廣
田
　
悦
子

　
　
◆
み
な
み
（
3
・
13
）
　
　
　
　
か
ほ
る
報

花
の
風
す
と
ん
と
愚
痴
の
払
は
れ
り
　
　
　
加
藤
　
富
江

み
ど
り
児
は
指
の
先
か
ら
春
眠
る
　
　
　
　
豊
田
　
幸
枝

春
シ
ョ
ー
ル
さ
ら
り
と
旅
の
風
と
な
り
　
　
市
川
め
ぐ
み

合
戦
の
古
き
陣
あ
り
蓬
餠
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
　
静

啓
蟄
や
病
の
床
を
起
ち
あ
が
り
　
　
　
　
　
加
藤
　
健
治

亀
鳴
く
や
白
髪
ふ
や
し
て
三
男
坊
　
　
　
　
飯
田
　
　
愛

受
験
す
る
子
よ
り
も
親
の
緊
張
感
　
　
　
　
小
瀬
村
信
子

早
春
の
薬
師
の
庭
に
検
診
車
　
　
　
　
　
　
加
藤
れ
い
子

草
餅
や
昭
和
を
生
き
た
母
の
味
　
　
　
　
　
村
上
　
龍
山

家
族
み
な
春
眠
の
底
日
曜
日
　
　
　
　
　
　
加
藤
か
ほ
る

　
　
◆
た
け
の
こ
（
4
・
8
）
　
　
　
　
悦
女
報

一
歩
ず
つ
菜
の
花
愛
で
て
松
田
山
　
　
　
久
津
間
百
合
子

電
話
の
主
元
気
印
に
進
級
す
　
　
　
　
　
　
徳
田
　
公
子

満
天
星
の
花
蜜
に
し
て
コ
ー
ラ
ス
隊
　
　
　
三
木
　
泰
子

桜
蕊
お
も
し
ろ
さ
う
な
未
来
あ
り
　
　
　
　
小
宮
　
早
苗

声
明
の
湖
平
ら
か
や
五
月
来
る
　
　
　
　
　
宮
崎
　
悦
女

　
　
◆
青
梅
（
3
・
14
）
　
　
　
　
　
　
幸
子
報

行
く
春
や
川
辺
の
道
も
人
憩
ふ
　
　
　
　
　
大
塚
　
行
人

城
濠
を
め
ぐ
り
て
夕
の
花
筏
　
　
　
　
　
　
神
野
美
代
子

石
け
り
や
信
濃
の
春
を
思
ひ
け
り
　
　
　
　
湯
本
と
し
子
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犬
連
れ
て
嫁
い
で
来
る
花
菜
か
な　
　
　
　

高
橋
久
美
子

鉄
棒
に
浮
か
せ
し
踵
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　
　
　

中
山
智
津
子

ヒ
ヤ
シ
ン
ス
粗
暴
な
る
子
の
目
の
哀
し　
　

齊
藤　
　

桂

小
綬
鶏
に
谷
戸
の
小
藪
の
明
け
に
け
り　
　

芹
澤　

常
子

灯
を
消
せ
ば
夜
の
澄
み
ゆ
く
白
木
蓮　
　
　

畠　
　

梅
乃

山
法
師
箱
根
の
谷
の
深
き
か
な　
　
　
　
　

山
口
安
規
子

輪
を
広
く
ラ
ジ
オ
体
操
梅
香
る　
　
　
　
　

市
川　

好
子

行
く
春
や
土
塊
鳩
の
こ
も
り
鳴
き　
　
　
　

大
島
美
恵
子

春
光
や
長
な
が
な
び
く
鉋
く
づ　
　
　
　
　

田
下　

昌
人

薔
薇
の
芽
や
窓
辺
に
透
け
る
砂
時
計　
　
　

中
根　

和
子

旭
日
や
春
筍
と
ど
く
京
の
宿　
　
　
　
　
　

高
橋　

正
子

坊
泊
り
一
椀
に
浮
く
芽
山
椒　
　
　
　
　
　

米
山　
　

翠

二
合
飯
二
人
で
三
日
春
寒
し　
　
　
　
　
　

大
木　

敬
子

び
し
よ
濡
れ
の
靴
に
朝
日
や
沈
丁
花　
　
　

加
藤　

幾
代

引
力
を
思
ひ
出
し
た
る
桜
か
な　
　
　
　
　

北
崎　
　

修

う
ら
ら
か
や
安
産
石
に
小
座
布
団　
　
　
　

守
屋　

ま
ち

紅
椿
枝
葉
の
間
に
映
え
に
け
り　
　
　
　
　

來
田　

新
子

葉
桜
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー　

大
沢　

年
子

老
い
の
本
増
ゆ
る
書
棚
や
青
嵐　
　
　
　
　

片
野　

秋
子

術
前
の
同
意
書
の
嵩
花
の
雨　
　
　
　
　
　

小
林　
　

環

伸
び
ら
か
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
夏
来
る　
　

近
藤　

絢
子

冷
酒
を
手
酌
で
飲
む
や
開
業
医　
　
　
　
　

下
平　

美
子

う
ら
ら
か
や
人
の
心
も
丸
く
な
る　
　
　
　

二
上　

光
子

桜
蕊
降
る
島
田
く
ず
し
の
襟
足
に　
　
　
　

横
塚　

昌
平

数
多
な
る
人
生
見
つ
め
老
桜　
　
　
　
　
　

石
井
き
よ
子

風
を
受
け
風
を
紡
い
で
豆
の
花　
　
　
　
　

石
井
千
代
子

姉
の
齢
越
え
た
妹
三
・
一
一　
　
　
　
　
　

小
野　

菊
土

春
う
ら
ら
歩
み
出
し
た
い
大
師
像　
　
　
　

香
川　

花
子

藤
の
花
伸
び
る
力
が
山
被
う　
　
　
　
　
　

風
間　

秀
泰

花
吹
雪
寡
黙
の
風
が
独
り
占
め　
　
　
　
　

加
藤　

春
江

外
堀
の
風
と
あ
そ
ぶ
や
花
筏　
　
　
　
　
　

坂
入
清
四
郎

春
風
や
ハ
ミ
ン
グ
も
出
る
峠
道　
　
　
　
　

瀬
戸
と
み
子

春
う
ら
ら
門
出
の
笑
顔
眩
し
け
り　
　
　
　

高
橋
み
ど
り

　
　

◆
鷹
（
4
・
8
）　
　
　
　
　
　
　

十
五
報

板
壁
に
移
転
案
内
焼
栄
螺　
　
　
　
　
　
　

青
木　

孝
子

芽
吹
き
初
む
庭
や
制
服
採
寸
日　
　
　
　
　

池
田　

令
子

海
の
石
机
上
に
ひ
と
つ
三
月
尽　
　
　
　
　

西
賀　

久
實

録
画
に
は
地
震
の
テ
ロ
ッ
プ
弥
生
尽　
　
　

佐
宗　

欣
二

山
笑
ふ
画
室
の
広
き
南
窓　
　
　
　
　
　
　

須
田　

晴
美

砂
利
踏
み
て
落
花
の
中
や
寺
静
か　
　
　
　

中
田　

笑
子

遮
断
機
な
き
踏
切
入
る
や
雉
子
の
声　
　
　

百
川　

秀
子

春
風
や
姉
妹
の
遊
ぶ
一
輪
車　
　
　
　
　
　

山
﨑
美
知
子

夜
桜
や
書
生
の
提
げ
る
小
風
呂
敷　
　
　
　

庄
司　

下
載

ラ
イ
ナ
ー
に
跳
ぶ
三
塁
手
春
夕
焼　
　
　
　

瀬
戸　

り
ん



声
に
し
て
け
ふ
の
斯
く
斯
く
四
月
来
ぬ　
　

杉
崎　

せ
つ

海
風
の
朝
の
段
畑
葱
坊
主　
　
　
　
　
　
　

関
根　

琉
子

耳
遠
き
事
諾
へ
り
白
牡
丹　
　
　
　
　
　
　

鳥
海　

壮
六

初
蝶
や
土
に
研
が
る
る
鍬
の
先　
　
　
　
　

古
屋　

德
男

後
悔
の
時
は
戻
ら
ず
卒
業
歌　
　
　
　
　
　

村
場　

十
五

　
　

◆
零
（
4
・
16
）　
　
　
　
　
　
　

史
郎
報

こ
の
年
齢
に
な
り
て
も
あ
り
ぬ
春
愁
ひ　
　

青
木
た
け
を

ツ
ン
と
山
葵
言
葉
は
と
き
に
ひ
と
を
刺
す　

伊
藤　

道
郎

苧
環
が
つ
つ
ま
し
や
か
に
庭
に
咲
く　
　
　

井
上　

良
子

目
つ
む
れ
ば
春
の
愁
い
の
深
く
な
る　
　
　

木
村　

和
彦

春
愁
や
鏡
黙
し
て
見
つ
め
お
り　
　
　
　
　

佐
藤　

正
子

鶯
や
「
い
い
所
だ
ね
」
と
旅
の
人　
　
　
　

中
村　

裕
子

濁
り
な
き
水
よ
ぶ
山
葵
北
信
濃　
　
　
　
　

野
川
木
一
路

さ
く
ら
さ
く
ら
ひ
と
ひ
ら
ひ
と
ひ
ら
天
の
声  
岡
本　

史
郎

　
　

◆
草
む
ら
（
4
・
18
）　
　
　
　
　

重
満
報

味
噌
汁
の
旨
し
朝
餉
や
喜
寿
の
春　
　
　
　

石
井　

秀
稀

老
家
族
パ
ン
コ
ー
ヒ
ー
に
夏
野
菜　
　
　
　

井
上　

和
子

仔
雀
は
人
魚
に
成
る
こ
と
つ
づ
け
て
る　
　

佃　
　

悦
夫

藤
壺
の
黙
の
拒
絶
や
藤
の
花　
　
　
　
　
　

佐
々
木
重
満

　
　

◆
無
所
属

筍
を
掘
る
地
球
の
罫
線
ず
た
ず
た
に　
　
　

小
林
永
以
子

9

と
こ

か
　
　
　
か

記
念
樹
の
梅
は
満
開
子
は
父
に　
　
　
　
　

一
ノ
瀬
茂
代

三
寒
の
ま
た
も
温
め
な
お
す
風
呂　
　
　
　

出
澤　

洋
子

あ
ず
ま
屋
に
緩
め
る
リ
ー
ド
日
脚
伸
ぶ　
　

木
村
美
千
代

桜
さ
く
ら
昨
日
三
分
や
満
開
に　
　
　
　
　

蓑
宮　

わ
か

裏
技
は
手
の
内
に
秘
め
猫
の
恋　
　
　
　
　

北
村　

文
江

菜
の
花
や
石
垣
山
か
ら
ど
こ
へ
飛
ぼ
う　
　

岩
楯
恵
津
子

花
び
ら
を
懐
紙
に
母
へ
二
・
三
片　
　
　
　

澤
口　

文
子

春
眠
や
歩
行
も
豊
か
旅
の
夢　
　
　
　
　
　

鈴
木
久
美
子

バ
イ
オ
リ
ン
つ
な
ぐ
ご
縁
や
桜
降
る　
　
　

石
田　

和
代

山
桜
転
々
と
す
る
吾
が
想
い　
　
　
　
　
　

穂
坂
志
げ
る

真
夜
の
地
震
三
寒
の
か
た
ま
り
の
中　
　
　

山
田　

照
子

春
満
月
疲
弊
の
街
を
包
み
た
る　
　
　
　
　

小
澤　

園
子

桜
草
臨
月
の
子
の
里
帰
り　
　
　
　
　
　
　

青
木　

勝
子

「
よ
い
し
ょ
」
と
は
齢
の
念
力
風
薫
る　
　

田
畑
ヒ
ロ
子

春
泥
の
け
け
と
翔
び
た
つ
一
尾
か
な　
　
　

大
石　

雄
介

頬
杖
ふ
と
冷
た
い
風
に
な
っ
て
い
た　
　
　

大
石　

和
子

縮
小
と
拡
大
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
真
っ
赤　
　
　

瀬
戸　

正
洋

子
ら
眠
り
桜
蕊
降
る
ま
ひ
る
か
な　
　
　
　

須
田　

聡
子

垣
結
は
ぬ
杣
の
暮
し
や
雪
柳　
　
　
　
　
　

山
口　

千
代

花
虻
の
唸
り
火
星
の
風
の
音　
　
　
　
　
　

杉
山
あ
け
み

四
次
元
の
窓
に
貼
り
付
く
花
の
し
べ　
　
　

岡
田　

典
代

お
だ
ま
き
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秩
父
路
へ
一
人
遍
路
や
か
た
つ
む
り　
　
　
　
　

山
口　

千
代

風
鈴
に
憂
き
こ
と
一
つ
流
し
け
り　
　
　
　
　
　

山
﨑　

悦
子

ア
ボ
カ
ド
と
生
ハ
ム
サ
ラ
ダ
星
涼
し　
　
　
　
　

山
﨑
美
知
子

あ
め
ん
ぼ
う
地
図
な
き
水
の
そ
の
中
に　
　
　
　

山
田　

照
子

梅
ほ
す
や
太
陽
汗
を
か
か
せ
を
り　
　
　
　
　
　

山
本　

勝
昭

風
に
乗
る
遠
草
笛
や
山
啼
け
る　
　
　
　
　
　
　

湯
本
と
し
子

雨
粒
の
音
の
い
ろ
い
ろ
濃
紫
陽
花　
　
　
　
　
　

吉
田　

百
代

名
山
の
バ
ッ
ジ
ぐ
る
り
と
登
山
帽　
　
　
　
　
　

吉
田　

康
雄

著
莪
咲
く
や
ジ
ー
プ
の
轍
行
き
止
り　
　
　
　
　

米
山　
　

翠

青
嵐
地
球
大
き
く
息
を
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

若
村　

京
子

　　

俳
句
お
だ
わ
ら
鑑
賞
（
令
和
3
年
3
月
号
）

冬
帽
を
地
蔵
に
か
ぶ
せ
童
女
笑
む
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
道
郎

　

ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
に
思
わ
ず
笑
み
が
浮
か
ぶ
。
私
も
大
好

き
で
子
供
達
に
も
読
み
聞
か
せ
た
童
話
「
か
さ
こ
じ
ぞ
う
」
の

世
界
さ
な
が
ら
。
こ
の
子
も
お
母
さ
ん
か
誰
か
に
読
ん
で
も
ら

っ
た
の
か
。
お
じ
い
さ
ん
が
自
分
の
被
っ
て
い
た
笠
を
お
地
蔵

さ
ん
に
被
せ
た
様
に
、
自
分
の
帽
子
を
お
地
蔵
さ
ん
の
頭
に
。

そ
し
て
、
傍
ら
の
本
を
読
ん
で
く
れ
た
お
母
さ
ん
に
「
こ
う
だ

っ
た
ね
」
と
微
笑
み
か
け
た
の
だ
。

　

現
在
の
騒
然
と
し
た
世
に
心
の
和
む
一
句
。
無
駄
の
な
い
端

的
な
表
現
に
物
語
の
世
界
が
広
が
る
。　
　

 

（
守
屋　

ま
ち
）

　

城
苑
俳
句
・
夏
の
部

（
合
同
句
集
第
十
二
集
78
〜
92
頁
よ
り
近
藤
久
江
抄
出
）

群
衆
の
な
か
の
孤
独
や
捕
虫
網　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸　

正
洋

青
蘆
の
け
ふ
も
屈
託
な
き
そ
よ
ぎ　
　
　
　
　
　

林　

ス
ミ
子

愛
憎
の
あ
は
く
な
り
た
る
団
扇
か
な　
　
　
　
　

廣
川　
　

公

山
々
は
墨
絵
の
中
に
梅
雨
深
し　
　
　
　
　
　
　

廣
田　

悦
子

宅
地
化
に
抗
う
よ
う
に
青
田
風　
　
　
　
　
　
　

二
上　

光
子

田
水
張
る
十
戸
の
村
が
光
り
を
り　
　
　
　
　
　

二
見　

和
江

店
先
の
貝
が
水
吹
く
薄
暑
か
な　
　
　
　
　
　
　

古
屋　

德
男

葉
桜
や
午
前
十
時
の
映
画
館　
　
　
　
　
　
　
　

寶
子
山
京
子

町
並
の
真
中
に
た
て
る
青
田
風　
　
　
　
　
　
　

牧
石
美
千
雄

石
仏
や
一
面
十
薬
従
へ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
木　

泰
子

草
刈
り
て
馬
頭
観
音
現
わ
れ
し　
　
　
　
　
　
　

蓑
宮　

わ
か

敷
藁
の
程
良
き
湿
り
茄
子
の
花　
　
　
　
　
　
　

宮
崎　

悦
女

ハ
ン
カ
チ
の
折
目
き
つ
ち
り
妣
懐
ふ　
　
　
　
　

村
場　

十
五

垣
越
え
て
紙
飛
行
機
や
五
月
来
ぬ　
　
　
　
　
　

百
川　

秀
子

故
郷
は
今
も
単
線
さ
く
ら
ん
ぼ　
　
　
　

 　

 

故 

森　

   

正
勝

美
容
師
の
涼
し
き
鋏
捌
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

守
屋　

ま
ち

鮎
追
う
て
日
暮
の
迫
る
瀬
音
か
な　
　
　
　
　
　

柳
川　

楊
雨

八
の
字
に
茅
の
輪
く
ぐ
り
て
大
鳥
居　
　
　
　
　

柳
澤
ミ
サ
子

青
蜥
蜴
美
し
す
ぎ
る
殺
気
か
な　
　
　
　
　
　
　

山
岸　

秋
光

十
薬
の
花
の
さ
か
り
を
夫
逝
け
り　
　
　
　
　
　

山
口
安
規
子

小
田
原
俳
句
協
会　
　

〒
二
五
〇
ー
〇
〇
一
二　

小
田
原
市
本
町
二
ー
一
三
ー
二　
　

池
田　

忠
山 

方


